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～ゲームを活用して～
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CULTURALLY ADAPTED CONSENSUS 
DEfiNITION AND ACTION GUIDELINE: 

JAPAN’S ADVANCE CARE PLANNING

【結果】 29項目が目標コンセンサスレベルを達成し、72％～96％の

項目が7～9の評価を得た。ACPは、“個人が、信頼関係を築いた

医療者から必要に応じてサポートを受けながら、家族や身近な

人々と、将来どのような生き方をしたいか、どのような医療やケアを

受けたいかなど、将来への備えについて考え、話し合うこと "と定義

された。この定義・行動指針には、意見表明をためらう人が将来へ

の準備を進め、表明するための支援が具体的に含まれていた。

【結論】個人の自律的意思決定を意識的に強化・支援することで、

ACPを日本文化に適応させることは、日本や家族中心の意思決定

文化を持つ他の社会での普及・定着を促進する可能性がある。
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ACP の 論点 （私の個人的感想とともに）

【導入時期】

• 入院時は、本人がしんどいので、本人の意思を反映しにくい

• 訪問診療開始時では遅い人が多い

• 外来通院診療時以前（健診にて異常指摘時など？）が望ましいが、

モチヴェーションを持たせるのに難渋する

【対象】

• 対象となりうるのは、どのようなセッティングであっても、全員

• 導入に後ろ向きの人たちに、むり強いは禁物

【内容】

• 内容が細かすぎると、ACPそのものに嫌気がさす

• 内容が大雑把すぎると、イベント発生時に

初めての確認事項が増える

☞ 気軽なきっかけ ＆ 多岐にわたる内容



人生100年これからゲーム 誕生物語

～ ゲームなら 気軽で 多くの内容に対応可能！ ～



2020年11月30日”良い（11）看取り（30）の日“に発売



中日新聞に掲載
2020年12月1日



人生100年これからゲーム
データ解析結果

～日本人のＡＣＰ特性が見えてくる～



Home Healthcare Now （2024年1-2月号掲載）



結 果

● 領域ごとの終末期に優先される項目（医療）
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病状について話さないでほしい

死後に臓器を提供したい

治療や入院など私の希望を聞いてほしい

事前に私の治療の希望を伝えておきたい

病気や死を意識せずに過ごしたい

最期まで意識はしっかり保ちたい

治療判断は家族や信頼できる人に委ねたい

食べられないなら延命しないでほしい

病状のことは正しく教えてほしい

機械やチューブで延命はしないでほしい

痛みや苦しみがないようにしてほしい

選択数



結 果

● 領域ごとの終末期に優先される項目（生活やケア）
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むかし 好きだった趣味を やりたい

色々と生活 を 制限 しないでほしい

お金のことを整理しておきたい

毎日 お風呂に 入りたい

最期まで好きな物を食べたい

笑顔でリラックスして過ごしたい

自分の意思で 自由に動きたい

身の周りの整理をしておきたい

最期は望んだ場所で過ごしたい

最期まで穏やかに笑顔でいたい

普段と変わらない生活を送りたい

選択数



結 果

● 領域ごとの終末期に優先される項目（人間関係）
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もう一度恋をしたい

私の意識がなくても話しかけてほしい

誰かに必要とされたい

元気な頃の自分を覚えていてほしい

ひとりの時間を保ちたい

大切な人に最期のお別れをしたい

気持ちをわかってくれる人がいてほしい

大切な人に感謝の気持ちを伝えたい

信頼できる誰かがそばにいてほしい

人との温かいつながりを大切にしたい

家族に迷惑をかけないようにしたい

選択数



結 果

● 領域ごとの終末期に優先される項目（価値観）
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死後に私の携帯や持物を見ないでほしい

やり残したことをやりとげ たい

男気・女心を忘れずにいたい

葬儀やお墓は私の想いを叶えてほしい

最期までおしゃれをしていたい

私の価値観をいつまでも尊重してほしい

いつまでも私の役割があってほしい

弱い姿は見せずにいたい

大切な人や自分の幸せを願いたい

人生を満足し全うしたと言いたい

大切な人や自分の幸せを願いたい

静かに眠るように旅立ちたい

選択数



ま と め

★日本は、東アジア特有の儒教と“孝”の影響を受けている

★2018年に厚生労働省が「終末期医療の決定プロセスに関する

ガイドライン」を改訂し、ACPの愛称を“人生会議”として以降

各学会のACPへのコンタクトも活発化した

★2022年に日本版ACPの定義や行動指針が策定された

★日本のACPは これからの発展が期待されているが

一般国民への認知度は低い

★実際のACPの話し合いへの障壁は “きっかけがない”こと

★ACPは 内容も多岐にわたる



ま と め
★ゲームは ACP導入へのハードルを下げ

多岐な内容を盛り込むことができるという点で

ACPへのきっかけとなる貴重なツールである可能性が高い

★日本人のＡＣＰにおいて、その選好は、

医療・人間関係・生活ケア・その他の価値観

の4分野に分かれる

★日本人のＡＣＰにおける選好4分野それぞれにおいて

医療分野では、医療結果重視型と医療思考過程型に

人間関係分野では、内向的と外向的に

生活ケア分野では、基本的生活型と生活自由型に

その他の価値観では、現世堪能型と理想追求型に

分かれる


